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会議要旨
	会議名
	平成２７年度第１回館山市下水道事業審議会

	開催日
	平成２７年１１月１１日（水）午前１０時～１１時

	開催場所
	館山市役所本館２階会議室

	出席者
	館山市下水道事業審議会委員１２名（欠席者２名）
市長、建設環境部長、下水道課長、下水道課職員４名

	公開・非公開の別
	公開

	非公開の場合の
理由
	

	傍聴人数
	０　名

	会議概要・結果等
	・開会

・市長挨拶
・会長及び副会長選出（石井久治会長、角田吉夫副会長）

・諮問（市長から会長へ）

諮問事項「館山市公共下水道の全体計画区域について」

平成２年３月に策定した下水道計画区域の面積を1197haから450haとすること等について

・審議

1 事務局説明
背景として汚水適正処理構想(H36までに概成することを目指した、効率的で適正な処理区域を設定すること)があり、資料(２期工事終了後の整備状況、館山市の財政状況による整備可能状況、鏡ケ浦クリーンセンターの処理能力、全体計画のエリア別状況、全体計画区域案等)の説明を行う。
②質疑応答

質問：現在まで整備するのに何年かかっているか。
回答：平成6年度から始めているので21年かかっている。

質問：現在の2期工事で未整備はどのくらいあるか。

回答：195haのうち約10haが未整備。
質問：今後の国の公共下水道事業への補助金の方針は。

回答：国では、整備から維持管理へウエイトを移行しており、整備のための費用が今後10年で0になるわけではないが、少なくなっていくと見込まれる。

質問：年間4.5ha整備し10年で45ha整備しても全体計画面積には至らないが、もっと面積を縮小することはどうか。

回答：区域設定にあたり、下水処理場の処理能力、大規模施設（小売店、学校施設等）の立地及び河川環境の向上を考慮しながら、集合処理エリアとして整備すべき範囲を検討した結果が450haである。

意見：残念な面もあるが、全体区域の縮小は、やむを得ないと思う。

一方で、合併浄化槽(個別処理)のPRを進めていく必要もある。

・閉会

結果：諮問事項を承認



